
内　容

タマネギ育苗時の剪葉作業が細菌性病害を助長す

る可能性を明らかにするため、９月30日播
は

種の品種

‘ターザン’を用いた試験を行った。病原細菌を10９

個/mlに調整した懸濁液を噴霧したハサミを用い剪

葉作業を行い、不織布で数日間トンネルがけを行っ

た。また、剪葉回数による発病程度の違いを明らか

にするため、剪葉３～５回の区も設定した。その結

果、剪葉時にハサミに病原菌を噴霧した区では激し

く発病し、剪葉作業が病害の拡大を助長しているこ

とが示唆された（図１）。また、剪葉回数を増やし

ても発病株率に大きな変化がなかったが、剪葉回数

が増えるほど定植時の苗重が軽くなる傾向があった

（図２）。

次に、育苗時における有効薬剤を明らかにするた

め各種殺菌剤を散布し、散布直後又は７日後に剪葉

機で苗の上部を刈り取った後、病原細菌を噴霧接種

し、不織布で数日間トンネルがけを行った。その結

果、カセット水和剤、マイコシールド水和剤、スタ

ーナ水和剤、カスミンボルドー水和剤の効果が高か

った。また、剪葉直前に薬剤散布した方が、剪葉７

日前の薬剤散布より効果が高くなる傾向にあった

（図３）。

普及上の注意事項

剪葉機は、使用後必ず清掃するなど清潔に保つこ

とが必要である。また、殺菌剤による防除は剪葉後

ではなく剪葉前に行うことが望ましい。
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図１　剪葉作業時の病原菌噴霧による発病株率

図２　剪葉回数による発病株率と株重の違い

図３　各種殺菌剤の発病株率


